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日
本
で
は
過
去
に
深
刻
な
大
気
汚
染
を
経
験
し
て
お
り
、

酸
性
雨
等
の
大
気
汚
染
物
質
が
大
都
市
近
郊
の
森
林
の
渓

流
水
質
を
悪
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
Ｐ

Ｍ
2.5
に
代
表
さ
れ
る
越
境
大
気
汚
染
に
よ
り
、
現
在
は
日

本
海
側
の
森
林
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
水
質
汚
染
が
起
き
や
す
い
地
域
を

新
た
に
予
測
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
１
９
８
１
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
の
25
年

間
に
日
本
列
島
に
降
り
注
い
だ
硫
黄
と
窒
素
の
量
の
空
間

分
布
を
利
用
し
て
、
近
年
の
越
境
大
気
汚
染
の
影
響
を
考

慮
し
た
陸
水
（
渓
流
水
や
湖
沼
水
）
の
酸
性
化
リ
ス
ク
を

広
域
に
評
価
し
、
マ
ッ
プ
と
し
て
示
し
ま
し
た
。
土
壌
や

地
質
の
酸
に
対
す
る
緩
衝
能
も
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

１
）。
こ
の
マ
ッ
プ
の
空
間
解
像
度
は
20
㎞
で
あ
り
、
リ

ス
ク
の
高
い
地
域
を
市
町
村
レ
ベ
ル
の
範
囲
で
特
定
で
き

ま
す
。
そ
の
結
果
、
中
部
地
方
を
含
む
西
日
本
の
広
い
範

囲
の
森
林
で
渓
流
水
等
の
酸
性
化
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
北
陸
や
山
陰
に
お
け
る
酸
性

化
の
リ
ス
ク
は
大
都
市
近
郊
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
用
い
る
と
、
酸
性
化
に
よ
る
水
生
生
物
へ

の
影
響
を
調
べ
る
際
に
、
調
査
地
点
を
効
率
的
に
選
定
で

き
ま
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
に
お
い
て
重
点
的

に
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
れ
ば
、
将
来
的
な
渓
流

水
質
の
汚
染
や
回
復
を
い
ち
早
く
検
出
で
き
ま
す
。
実
際

に
、
環
境
省
に
よ
る
調
査
結
果
を
用
い
て
１
９
８
０
年
以

降
の
全
国
６
３
８
地
点
の
河
川
水
質
変
化
を
調
べ
た
結
果
、

マ
ッ
プ
に
お
い
て
酸
性
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
予
想
さ
れ

た
地
域
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
河
川
の
酸
性
化
が
進
行
し

て
お
り
、
マ
ッ
プ
の
有
用
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

な
お
、
２
０
０
０
年
以
降
は
こ
れ
ら
の
多
く
の
地
点
で
酸

性
化
か
ら
の
回
復
が
認
め
ら
て
お
り
、
大
気
汚
染
の
影
響

が
減
少
し
つ
つ
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

傾
向
を
把
握
す
る
た
め
に
も
長
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は

不
可
欠
で
す
。
本
研
究
の
成
果
は
、
13
カ
国
の
政
府
機
関

が
参
加
す
る
東
ア
ジ
ア
酸
性
雨
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
会
合
で
紹
介
さ
れ
、
越
境
大
気
汚
染
の
削
減
に
向
け
た

国
際
的
な
議
論
の
材
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
気
汚
染
に
よ
る
渓
流
水
の
酸
性
化

図１　�渓流水の酸性化リスクマップの作成
　　　（出典 Yamashitaら（2016）Journal of Forest Research 21号115-124ページを改変）

長
期
的
な
大
気
・
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
大
切


